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御提案書 

技術分野 ③  

御提案件名  「三核子論」による放射性物質に対する核分離手法 

御提案者 有限会社フローネット、新井和夫 

１． 技術等の概要（特徴、仕様、性能、保有者など） 

 

元素の原子核は、陽子、中性子で構成されているという通説の「二核子論」に対して、

本技術の発明者の一人である新井が提唱する、原子番号３以上の元素の原子核は、陽子、

中性子およびα胞結合機能を有する第三の核子Ａ０で構成されているという「三核子論」に

より、単独または複数の物質に対して、物質の原子核を構成する核子Ａ０の数を原子核質量

式に基づいて制御する技術である。 

本技術で、エネルギーの高効率での獲得、安全な効率的な核分離手法、核種変換や核合成

が、可能となる。 

この技術の一つである核分離手法によって、今回の技術公募目的の「海水中の放射性 Cs、

Sr 除去」に対して、海水中から分離された放射性セシウム、ストロンチウムの除染（安定

化）が可能となる。 

「三核子論」による本技術の核分離手法とは、描像的なαクラスター構造論において、

α胞を結合している最適なＡ０群配位状態と質量レベル（すなわち、質量スペクトルの安定

ライン上にあること）を乱して（ズラして）やることで、自発的にして静的な核分離を促

す技術である。静的な核分離とは、非放射性の子核（安定核）のみを生み出すことであり、

安全である。 

最も代表的な長寿命放射性物質セシウム 137
55Ｃｓについての除染プロセスの例としては、

セシウム 137
55ＣｓにＡ０＊を照射し、137

55Ｃｓの母核のα胞を結合している９４個のＡ０を剥

ぎ取ることで、式（１）で示すように、長寿命放射性核を非放射性の安定核である 56
26Ｆe21

27

および 63
29Ｃｕ26

39に核変換することで、除染することが可能となる。 
 

137
55Ｃｓ141

201－９４Ａ０ → 56
26Ｆe21

27 ＋
63

29Ｃｕ26
39＋１３５εｂ ・・・（１） 

 

ここで、ＭＺ＊
Ｚ Ｘ

nz*
ｎＱ

＊の各記号については、以下のとおりである。 

Ｘ：元素記号、Ｚ：原子番号、Ｍｚ＊：原子核質量、nz*：Ａ０総数、ｎＱ
＊：εｂ総個数 

 

なお、Ａ０＊はＡ０にエネルギーεｂ（４０ＭｅＶ）を加えたものである。 

 

この除染プロセスによって、９４個のＡ０と１３５εｂのエネルギー獲得も可能となり、

生成したＦｅとＣｕも別途産業利用できる。 

 

また、ストロンチウムの除染プロセスの例としては、ストロンチウム 90
38ＳｒにＡ０＊を照
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射し、90
38Ｓｒの母核のα胞を結合している３１個のＡ０を剥ぎ取ることで、式（２）で示す

ように、長寿命放射性核を非放射性の安定核である 40
18Ａｒ21

28および 44
20Ｃａ21

30に核変換す

ることで、除染することが可能となる。 

 
90
38Ｓｒ70

114－３１Ａ０  → 40
18Ａｒ21

28 ＋ 44
20Ｃａ21

30 ＋５６εｂ  ・・・（２） 

 

また、この除染プロセスによって、３１個のＡ０と５６εｂのエネルギー獲得も可能となり、

生成したＡｒとＣaも別途産業利用できる。 

                 

なお、本技術は原子炉のイニシエータで使われている方法で、α粒子をベリリウムに照

射したときの発生粒子を通説の中性子Ｎ０でなく、下記のように４個のＡ０およびＡ０＊であ

るとの新しい知見によるものである。 

                  

Ｎ０（940MeV）→４Ａ０（180MeV）＋Ａ０＊（220MeV） 

    720MeV  

 

  本技術の詳細な説明は以下の通りである。 

従来、「原子核の性質を知ろうとする場合、まず問題にしなければならない基本的な量は、

原子核質量である」と言われている。 

通説の原子核の質量表式は、原子核は陽子と中性子で構成されているという「二核子論」

を前提に作られている。その既存表式は実験式の類にすぎず、原子番号Ｚが既知の原子に

ついて、実験で得られた核の質量実測値Ｍｚから原子番号Ｚに相当する数の陽子の質量を

差し引いて、残りの質量（Ｍｚ－Ｚ）が全て中性子によるものとして中性子の数を決定し、

帰納的に質量表式を作成している。したがって、中性子の数を描像的・理論的に決定して

いるわけではない。 

なお、湯川の予言したπ粒子は仮想粒子であり、文献８で示すように、既存の物理学理

論による解釈では、π粒子は原子核の質量として寄与（反映）していない。 

本技術の発明者の一人新井は以前から、原子核が陽子（以下Ｐ＋と称す）と中性子（以下

Ｎ０と称す）およびπ＊粒子で構成されているという「三核子論」を提唱してきた（文献１

～文献６）。 

近年になって、文献９で述べているように、「最近の研究では、パイ粒子の導入が不可欠な

こと、およびパイ粒子が核内で重要な役割を果たしていること」を強調しており、本技術

で主張するπ＊粒子の実在を正当化している。 

本技術においては、新井の提唱するπ＊粒子は仮想ではなく実在するので、Ａ０＝π＋ε

（エネルギー）で与えられる第三の核子Ａ０（以下Ａ０と称する）として、以下「三核子論」

について描像的に説明する。 

 「二核子論」では、原子核がＰ＋とＮ０で構成されているとの理解に対して、新井の「三

核子論」は、原子核構成の一方をＰ＋とし、他方をバリオンとするものである。 

275



バリオン構成物はＮ０およびＡ０とし、各元素は、Ｐ＋１個の原子番号Ｚが１の水素原子核を

スタートとして、原子番号Ｚの増加すなわちＰ＋の１個ずつの増加にともなって、バリオン

が最低エネルギーレベル（すなわちＮ０単体）から順に一個ずつ組み合わせていく。 

そのバリオンは１個のＮ０とｎA個のＡ０およびｎＱ個分の振動エネルギーεｂとで構成され

る複合粒子であり、バリオンの質量表式は（３）のとおりである。 

 

ｍBi=ｍN＋ｎAｍA＋ｎＱεｂ ・・・（３） 

ここで、ｍBi：バリオン質量、ｍN：Ｎ０質量、   

ｎA：Ａ０個数、ｍA：Ａ０質量、ｎＱ：εｂ個数、 

εｂ：振動エネルギー 

 

図１に、バリオン（フリー状態）の空間構造を

示す。 

 

２：Ｎ０、３：Ａ０、５：Ｎ０の公転軌道、 

６：Ａ０の公転軌道 

                              図１                               

なお、バリオン中で顕在質量として存在していた振動エネルギーｎＱεbは、原子核の中

ではＰ＋とＮ０との結合エネルギーとして潜在化している。                                     

 

ここで、最大のＺ数はバリオン総数である[Ｚ]＝１３７であり、全てのＺについてＡ０総数

ｎＺ
＊とεｂ総個数ｎＱ

＊の値を特定している（表１および表２で後述する）。          

なお、全１３７種のバリオンの特性については、文献６で示した。 

新井の「三核子論」は、原子番号３以上の物質の場合、「二核子論」における核子である

Ｐ＋とＮ０の他に第三の核子Ａ０で構成されているとす

るものである。 

 

さて、水素とヘリウムを除く物質の原子核は、原則と

してα胞の結合体（αクラスター）で構成されている。

α胞とは２個のＰ＋と２個のＮ０からなるα核を中心に

保有する単位構造である。厳密には、原子番号（Ｚ＝陽

子の数）が偶数の場合（以下α＋胞と称す）であり、奇

数の場合には、１個の陽子・中性子結合体（１個のＰ＋

と１個のＮ０で構成、以下α－胞と称す）が存在する。 

α核、正確にはα＋核とは、一般概念と同様に、２個

のＰ＋と２個のＮ０とで構成されるものであるが、「三核

子論」におけるα＋核の空間構造は、ハイゼンベルグの

考えである「Ｐ＋とＮ０がその互いの公転軌道を交換し       図２ 
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合って結合力（いわゆる核力の一つ）を発現している」を採用すると、自・公転するＰ＋と

Ｎ０の混合体であり、Ｐ＋同士は電気的反発ゆえに外接していないが、２個のＮ０の公転軌道

同士は外接している。したがって、Ｐ＋数２個とＮ０数２個の描像は基本的な形として、図

２となる。 

                                  

１：Ｐ＋、２：Ｎ０、４：Ｐ＋の公転軌道、５：Ｎ０の公転軌道  

これはＨｅ（ヘリウム）核である。 

                                                                                                                                                                 

そして、原子番号Ｚ＝４の元素であるベ

リリウム 9
4Ｂｅの原子核は、Ｐ＋４個と最

低エネルギーレベルより数えて４番目ま

でのバリオンで構成され、２つのα胞を持

つ。２個ある第三の核子Ａ０は、この２つ

のα胞を結合しており、２個のα胞のＡ０

公転軌道が外接しあって結合したαクラ

スター構造を形成しているとするもので

ある。１つのＡ０公転軌道上には、Ａ０公転

軌道半径およびＡ０半径の寸法上、１～４

個のＡ０が存在できる。その空間（幾何学

的）構造は、図３のようになる。                  

                           図３ 

３：Ａ０、６：Ａ０の公転軌道、７：α胞          

                             

Ａ０は、図３に示すように、α核をその周転円内に包含（内包）する構成となって、α胞

を形成する。かつ、Ａ０は複数のα胞を結合する役割を担っており、各々公転しているＰ＋

またはＮ０とＡ０とが断続的に重なり合うことで、両者間の結合ポテンシャルエネルギー（潜

在）εaを生み出しているとし、Ａ０＝π＋εａと同定した。            

そこで、図３のＡ０は質量をｍπ（π粒子質量）として描いてある。 

図３では、各核子の公転半径は ar =（ｈ／２π）／ｍｃで与えられ、核子半径は as = ar

／√２として与え、実寸比で描写してある。ｈ：プランク定数、ｍ：核子質量、ｃ：光速

度である。この計算には、Ｐ＋、Ｎ０、Ａ０とも一般に測定された質量を適用している。                        

すなわち、核子Ｐ＋やＮ０とＡ０との質量比が、このような原子核の空間的構造を創り上げて

いるといえる。 

このように、Ａ０によって複数のα胞を結合した構造が、一般に言うαクラスターに相当

する。 
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αクラスター構造の一例を、酸素 17
8Ｏ（６個の 

Ａ０を持つ）について図４に示す。 

 

３：Ａ０、７：α胞 

 

 

 

 

 

                                                              

以上のように、本技術の発明者の一人新井がこ

れまで提唱してきた「三核子論」は、瞬時に崩壊

しない原子核は、Ｚ個のＰ＋と同じＺ個のＮ０と、

そしてｎＺ
＊個のＡ０の三種の核子で構成され、第三

の核子Ａ０が、各元素の原子核において、α胞を結

合する役割を担っている、とするものである。 

                              図４        

最近の研究で例えば、板垣らが「中性子の果たす“糊”の効果とαクラスターの結合形

態」（文献７）としてその研究成果を発表しているが、新井の提唱への確証ともなっている。 

 また、新井は「三核子論」による原子核質量について、以下であることも提唱してきた。

すなわち、瞬時に核変換しない元素（以下、安定元素と称す）はＺ数（原子番号）に対応

してｎZ
＊（Ａ０の総数）が決められており、この安定元素の原子核質量ＭＺ

＊は、式（４）で

求められる。 

 

ＭＺ
＊＝Ｚ（ｍＰ＋ｍＮ）＋ｎＺ

＊ｍＡ  ・・・（４） 

ここで、ｍx＝（Ａπ＋Ｂ）〔Ｚ〕ｍｅ 

ただし、X〔Ａ・Ｂ〕、〔Ｚ〕＝１３７ 

Ｐ＋〔３・４〕、Ｎ０〔３・４〕、Ａ０〔１／２・１〕 

ｍＰ：Ｐ＋質量、ｍＮ：Ｎ０質量、ｍＡ：Ａ０質量、ｍe：電子質量 

  

（４）式で算出した原子核質量ＭＺ
＊は、表１、表２および図５で示すように、これまで一

般に測定された安定元素の原子核質量（ＭＺ）と精度よく一致している。この事実は（４）

式が理論的根拠を持った原子核質量表式として認められる資格を有するといえる。 

すなわち、表１、表２および図５は数少ない原子核に関する定量的なデータを理論的に説

明する貴重な検証結果といえる。なお、表１および表２には、バリオンの質量表式（３）

から求めたεｂ総個数ｎＱ
＊も記載した。 
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表２ 
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参考文献 

【文献１】「素粒子の統一理論」新井和夫、日本物理学会、秋の分科会講演予稿集 1978（１）、

6、1978年 9月 11日 

【文献２】「バリオンの微細質量表式」新井和夫、日本物理学会、年会予稿集 34（１）、１、

1979 年 3月 15日 

【文献３】「根源定理の提唱およびこれから演繹される基本物理定数と原子描像（新原子核

論―I）」新井和夫、日本物理学会講演概要集、秋の分科会 1996（１）、96、1996 年 9 月 13

日 

【文献４】「原子核内部の力学的描像（新原子核論―II）」新井和夫、日本物理学会講演概

要集、秋の分科会 1996（１）、96、1996年 9月 13 日 

【文献５】「物理学世界基本構造の模索（新原子核論―III）」新井和夫、日本物理学会講演

概要集、秋の分科会 1996（１）、96、1996年 9月 13日 

【文献６】「新原子核論；物理学の源流探訪―物理学の根源原理提唱とその演繹結果―」新

井和夫著、菱三印刷株式会社出版、2000年 12月 7日 

【文献７】「中性子の果たす“糊”の効果とαクラスターの結合形態」板垣直之、Joachin A. 

Maruhn、木村真明、日本物理学会誌 Vol.64,No.11,2009 年 

【文献８】「最も簡単な半経験的原子核質量表式」小野周監修、現代物理学小事典講談社、

ブルーバックス、1993年 12月 20日  

【文献９】「相対論的多体系としての原子核」土岐博・保坂淳著、大阪大学出版会、2011

年 12月 22日 

275



２．備考（以下の点など、可能な範囲で御記入いただけますようお願いします） 

・開発・実用化の状況（国内外の現場や他産業での実績例、実用化見込み時期を含む) 

 

 

・開発・実用化に向けた課題・留意点 

現在各方面で開発されている海水中の放射性 Cs、Sr 物質の分離後に本技術を活用する 

ので、これらの分離技術と本技術との連携で効率的な Cs、Sr の除染（安定化）を図る。 

 

 

・その他（特許等を保有している場合の参照情報等） 

 特願２０１２－２６８８９１「核エネルギー獲得と新物質核種獲得の方法」（出願日： 

平成２５年１２月８日）出願人：有限会社フローネット、新井和夫 

 

 

（備考）技術提案募集の内容（６分野） 

① 汚染水貯蔵（タンク等） 

② 汚染水処理（トリチウム処理等） 

③ 港湾内の海水の浄化（海水中の放射性物質の除去等） 

④ 建屋内の汚染水管理（建屋内止水、地盤改良等） 

⑤ 地下水流入抑制の敷地管理（遮水壁、フェーシング等） 

⑥ 地下水等の挙動把握（地下水に係るデータ収集の手法、水質の分析技術等） 

275




